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「
富
大
比
較
文
学」

第
六
集
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た。

編
集
委
員

会
で
は
在
校
生
の
田
中
裕
理
さ
ん、

二
O

二
一
年
度
卒
業
生
の
吉
田
明
日
香
さ

ん、

宮
田
愛
美
さ
ん、

そ
れ
に
二
O
一
一

年
度
卒
業
生
の
南
菜
緒
さ
ん、

吉
田

遥
さ
ん、

二
O
一
一

年
度
修
了
生
の
山
本
恵
美
さ
ん
の
論
文
を
引
き
続
き
掲
載

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た。

寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
お
か
げ
様
で
劇
団
比
較
文
学
の
方
も
第
九
回
の
上
演
と
な
り、

今
年
は
鴎
外

の
「
仮
面」

を
街
中
に
あ
る
フ
オ
ル
ツ
ア
総
曲
輪
の
ラ
イ
ブ
ホ
l
ル
で
上
演
し

ま
し
た。

こ
の
上
演
は、
「
学
生
が
企
画
し
た
魅
力
的
・

独
創
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
百
」

に
選
ば
れ
ま
し
た。

学
生
達
が
一

丸
と
な
っ
て
鴎
外
の
演
劇
空
間
を
再

現
し
ま
し
た。

多
く
の
卒
業
生
も
観
劇
に
駈
け
つ
け
て
く
だ
さ
り、

御
礼
申
し

上
げ
ま
す。

演
劇
の
上
演
が
卒
業
生
と
在
校
生
を
結
び
つ
け
る
大
き
な
粋
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た。

「
富
大
比
較
文
学」

第
六
集
が
研
究
面
で
の
つ
な
が
り
を
広
げ、

深
め
る
一

助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん。

今
後
の
発
展
に
向
け
て、

さ
ら
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す。

ご
意
見、

ご
批
評
を
ぜ
ひ
富
大
比
較
文
学
会

に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
幸
い
で
す。

(
金
子

幸
代)

富

山

大

学

比

較

文

学

会

会

則

第一

条
こ
の
会
は
富
山
大
学
比
較
文
学
会
と
称
し、

事
務
所
を
富
山
大
学
人
文

学
部
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
室
(
富
山
県
富
山
市
五
福
三
一

九
O)

に
置
く。

第
二
条
こ
の
会
は
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
り、

比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

第
三
条
こ
の
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う。

1

研
究
発
表
会、

公
開
講
演
会
な
ど
の
開
催。

2

機
関
誌、

会
報
な
ど
の
刊
行

3

そ
の
他、

会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

百只。
TA

 

第
四
条
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
富
山
大
学
比
較
文
学
・
比
較
文
化

の
教
員
お
よ
び
在
学
生、

院
生、

卒
業
生、

修
了
生
を
も
っ
て
会
員
と

す
る。

こ
の
他、

こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
を
も
っ
て

会
員
と
す
る。

第
五
条

前
条
の
会
員
は
一

般
会
員
お
よ
び
維
持
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る。
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